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奈良マラソンボランティア

福知山での災害ボランティア活動

みんなでかかわり　元気な地域　誇れる奈良に
　主担当部局：くらし創造部

県民自らが、地域課題の解決を図るため様々な主体が取り組む活動（地域貢献活動）
に積極的に参画するとともに、それぞれの主体が連携・協力することで、くらしの
向上を実現します。（各主体…ボランティア･NPO、自治会、事業者、学校、行政等）

協   働  の
推　進
協   働  の
推　進

目  標目  標

目 指 す 姿

協 働 の 推 進

ボランティア活動の行
動者率を平成28年度
までに

32.7%
にします。

認証NPO法人数を平成
28年度までに

県及び市町村での行政と
NPO等との協働事業数を
平成28年度までに

（平成23年度：27.7%） （平成26年10月：514法人） （平成26年度：957事業）

530法人
まで増加させます。

970事業
にします。
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■まちづくりのための活動行動者率は13.3％と、ボランティア行動者率27.7％
の約５割となっています。（平成23年度）

■ ボランティア活動者の平均活動時間は159分で、全国平均の162分を少し下
回っていますが、全国20位となっています。（平成23年度）

■総合ボランティアセンターでの相談件数は、平成21年度に減少したものの、以
降は増加しています。

■行政（県及び市町村）とNPO等との協働事業数は、概ね増加傾向にあります。
■ 減少傾向にあった奈良ボランティアネットへのアクセス件数は、平成25年度

はピーク時の件数に達しました。

分  析分  析

現　状

■主な指標

総合ボランティアセンター相談件数

行政とNPO等との協働事業数

奈良ボランティアネットアクセス件数

【成果指標】
ボランティア行動者率
⑱ 25位 → ㉓ 25位

【成果指標】
人口10万人当たり
NPO法人認証数
㉕ 26位 → ㉖ 22位

【成果指標】
共同募金実績
（１世帯当たり）
㉔ 38位 → ㉕ 39位

【行動指標】
まちづくりのための
活動行動者率

⑱ 24位 → ㉓ 22位

【行動指標】
ボランティア活動者
の平均活動時間
⑱ 24位 → ㉓ 20位

【行動指標】
自主防災組織率
㉔ 22位 → ㉕ 21位

【行動指標】
余暇を利用して学習を
行っている人の割合
⑱ 3位 → ㉓ 4位

【成果指標】
観光ボランティアガイド

組織数
㉔ 12位 → ㉕ 17位

協働推進課調べ

協働推進課調べ協働推進課調べ
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県民の地域活動、ボランティア・NPOへの参画を促進します。
　主担当課：くらし創造部 協働推進課

▶平成28年度までにボランティア登録者数を300人にします。
（平成26年10月末：284人）

▶平成28年度までに総合ボランティアセンターでのボランティア支援のため
の相談件数を900件にします。（平成25年度：860件）

▶平成28年度までに奈良ボランティアネットへのアクセス件数を380,000
件にします。（平成25年度：374,604件）

戦略目標戦略目標

取り組み取り組み

活動の機会提供の充実

情報提供の充実

協 働 の 推 進

戦略1

川の彩り花づつみ事業

災害ボランティア活動

落書き消去活動

奈良マラソンボランティア

工程表
項　　目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

道路の美化活動及び植栽の実施

清掃活動の実施

システムの運営

マッチング交流会の開催

登録ボランティアへの情報提供

ボランティア活動への支援

◎地域住民等による道路の美化活動の促進及び花い
っぱい運動の推進

◎アダプト制度の推進～河川の草刈り・清掃等のボ
ランティア活動への支援

情報提供の充実

活動の機会提供の充実

◎ボランティア登録制とボランティア情報の提供

◎双方向型ボランティアネットの運営

◎ボランティアのマッチング支援

◎クリーンアップならキャンペーンの実施
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地域団体やボランティア・NPO団体の活動を支援します。
主担当課：くらし創造部 協働推進課

▶NPO活動支援のための活動拠点（総合ボランティアセンター、協働推進セン
ター）の運営を充実させます。

▶平成28年度までに地域貢献活動団体への助成件数を50件にします。（平成
25年度：37件）

戦略目標戦略目標

取り組み取り組み

助成制度の実施

相談・研修等の充実

戦略2

活動拠点の提供

地域貢献サポート基金への寄付

包括連携協定の締結

クリーン・グリーン実践者表彰式

工程表
項　　目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

活動拠点の提供

相談･研修等の充実

◎ボランティアセンターの運営

◎協働推進センターの運営

◎NPOの認証､認定等に関する相談支援

◎NPO説明会、研修会等の開催

◎NPO法人の活性化・活用を促進

認証・認定等に向けた相談支援

助成制度の実施

◎地域貢献活動を行う団体への助成

◎地域貢献サポート基金による助成

◎ボランティア相談の実施

NPO等の実施事業への助成

説明会・研修会の開催

ボランティアセンターの運営

協働推進センターの運営

NPO等の実施事業への助成

相談コーナーの設置

法人の活用促進

相談の実施

調査の実施
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協働を推進するための体制整備や個別プロジェクトを推進します。
主担当課：くらし創造部 協働推進課

▶平成28年度までに県及び市町村での行政とNPO等との協働推進事業数を
970事業にします。（平成26年度：957事業）戦略目標戦略目標

取り組み取り組み

個別の協働プロジェクトの推進

協働を推進する人材の育成

「地域で子どもを育てる力」向上の推進

戦略3

協 働 の 推 進

地域の課題解決に協働して取り組む組織体制の整備

協働推進セミナー

ボランティアフェスタ・体験コーナー

学校と地域のパートナーシップ事業

工程表
項　　目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

◎地域の特長を活かしてにぎわいのあるまちをつくる
「市町村一まちづくり」の検討・推進

◎地域プラットホームの設置促進について市町村へ
の働きかけを実施

地域の課題解決に協働して取り組む組織体制の整備

協働を推進する人材の育成

◎地域プラットフォームの運営支援

◎県・市町村職員やNPO等の研修

個別の協働プロジェクトの推進

◎町屋等の地域資源を活かしたまちづくりの推進

「地域で子どもを育てる力」向上の推進

地域プラットフォームの運営を支援

地域プラットホームの設置を促進

研修の実施

まちづくりの検討・プロジェクトの実施

◎県と大学の連携事業の推進 連携事業の推進

◎各部局での協働事業の推進 協働事業の推進

地域の交流活動を支援

地域資源の活用推進

◎子どもと大人でつくる地域のつながりの支援
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県・市町村及びNPO等に対し協働を積極的に
推進し、行政との協働事業は増加して
います。（平成24年度：786事業→平成25年
度：815事業→平成26年度：957事業）

県総合ボランティアセンターにおける、ボ
ランティア・NPOの活動等に関す
る相談件数が増加しています。（平成23
年度：806件→平成24年度：884件→平成
25年度：860件→平成26年10月：548件）

奈良ボランティアネットの利用につい
て周知を行い、アクセス件数が増加しています。
（平成24年度：330,836件→平成25年度：374,604
件→平成26年10月：251,484件）

NPO活動の支援を目的に、団体等の活動拠点と
なるよう郡山総合庁舎内に設置した協働推進
センターの積極的な活用を進めています。
（利用登録団体数　平成24年度：21団体→平成
25年度：25団体→平成26年10月：27団体）

これまでの成果

県と市町村が連携し、行政をはじめとする様々な主体が地域の課題解決に向け話し
合う場の設置を進めています。

主な指標の動き

■よくなっている指標

■変化が見られない指標、低下している指標

ボランティア行動者率

全国順位に変化はありませんが、行動者率は上昇
しました。

27.4％ 27.7％
（平成18年度　全国25位) （平成23年度　全国25位)

観光ボランティアガイド組織数

組織数は減少していますが、ガイド数は微増
(1,686人→1,689人）しています。

43団体 40団体
（平成24年度　全国12位) （平成25年度　全国17位)

人口10万人当たりNPO法人認証数

法人数は着実に増加しており、全国順位も上昇し
ました。

35.2法人 37.2法人
（平成25年度　全国26位) （平成26年度　全国22位)


